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「新大型図書館の基本構想策定等支援業務委託」に関する 

プロポーザルに係る提案書評価基準 

 
表１の評価項目及び配点のもと、評価を行います。 

各評価項目の評価の視点は表２のとおりとします。 

採点が同点の場合は、評価事項のうち、業務実施方針の合計点数で再評価を行い、受託候補を特定

します。 

 
表１ 基本的評価事項  
 

評価項目 

(配点) 評価の着目点 配点 
評価 

（Ａ～Ｅ） 評価点 

業務実績 

（ 40点） 

(1) 会社 過去10年間の同種又は類似業務の実績 10  
 

(2) 統括責任者 過去10年間の同種又は類似業務の実績 15  
 

(3) 担当者又はアドバイザー 過去10年間の同種又は類似業務の実績 15  
 

業務実施方針 

（ 40点） 

(1) 業務に対する考え方の

妥当性 

本業務の趣旨及び目的を十分理解し、
関連する計画等との整合が図れている
か 

5 
  

(2) 業務実施手法の妥当性 

基本構想策定等支援のための各検討項
目における手法の具体性、確実性はど
うか 

10 

  

(3) 業務実施工程（スケジ

ュール）の妥当性 

契約期間内に仕様書の内容を満たす計

画となっているか 
10 

  

(4) 業務実施体制の妥当性 
業務実施に必要な実施体制を整え、業

務遂行能力が高い体制か 
10 

  

(5) ワーク・ライフ・バラ

ンスに対する取組等 

次世代育成支援対策推進法による認定

の取得（くるみんマーク）、女性の職

業生活における活躍の推進に関する法

律に基づく認定の取得、又はよこはま

グッドバランス賞の認定の取得 

5  

 

ヒアリング 

（20点） 

取組意欲 10 
  

理解度・専門技術力 10 
  

評点の合計（ 100 点満点） 
 

 

（１）業務実績については、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

（２）業務実施方針のうち(1)から(4)及びヒアリングについては、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５

段階評価を行う。 

（３）業務実施方針(5)については、Ａ、Ｃの２段階評価を行う。 

（４）評価点について、次のように配点を行う。 

配点にＡ＝５/５、Ｂ＝４/５、Ｃ＝３/５、Ｄ＝２/５、Ｅ＝１/５を乗じて算出する。 

  ア 業務実績 

    配点15点 Ａ＝15点、Ｃ＝９点、Ｅ＝３点 
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    配点10点 Ａ＝10点、Ｃ＝６点、Ｅ＝２点 

  イ 業務実施方針のうち(1)から(4)及びヒアリング 

    配点10点 Ａ＝10点、Ｂ＝８点、Ｃ＝６点、Ｄ＝４点、Ｅ＝２点 

配点５点 Ａ＝５点、Ｂ＝４点、Ｃ＝３点、Ｄ＝２点、Ｅ＝１点 

  ウ 業務実施方針 (5) 

    配点５点 Ａ＝５点、Ｃ＝３点 

（５）評価項目において、１項目でも評価がＥとなった場合は選定しない。 

 

（６）同種又は類似業務について 

  ア 同種業務 

    国又は地方自治体の公立図書館に係る基本計画又は基本構想等を策定支援する業務 

  イ 類似業務 

    国又は地方自治体の社会教育施設に係る基本計画又は基本構想等を策定支援する業 

    務 

 

表２ 評価の視点 

評価項目 評価の着眼点 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

業務実績 

会
社 

過去10年間の 

同種又は類似 

業務の実績 

同種又は類似

業務の履行実

績が複数あ

り、かつ、中

核市以上の規

模の地方自治

体の履行実績

がある 

 同種又は類似

業務の履行実

績が複数ある

が、中核市以

上の規模の地

方自治体の履

行実績はない 

 同種又は類似

業務の履行実

績がある 

統
括
責
任
者 

過去10年間の 

同種又は類似 

業務の実績 

本業務に関連

する専門性と

経験を有する

人員に、社内

の統括責任者

が配置されて

いる 

 本業務に関連

する専門性と

経験を有する

人員に、社外

の統括責任者

を配置してい

る 

 本業務に関連

する専門性と

経験を有する

人員が、統括

責任者に配置

されていない 

担
当
者
又
は 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

過去10年間の 

同種又は類似 

業務の実績 

本業務に関連

する専門性と

経験を有する

人員が担当者

又はアドバイ

ザーに２名以

上配置されて

いる 

 本業務に関連

する専門性と

経験を有する

人員が担当者

又はアドバイ

ザーに１名以

上配置されて

いる 

 本業務に関連

する専門性と

経験を有する

人員が、担当

者又はアドバ

イザーに配置

されていない 

業務実施 

方針 

(1)業務に対する考え方

の妥当性 

本業務の趣旨及び目的

を十分理解しているか 

・図書を含めた多様なメ

ディアの視点、知の創

造・発信を担う新たな機

能・諸室の視点、新たな

図書館の実現に効果的な

デジタル技術の視点があ

るか 

 

的確に理解し

ている 

理解している どちらとも

いえない 

あまり把握

していない 

把握していな

い 

(2) 業務実施手法の妥当

性 

基本構想策定等支援の

ための各検討手法の具体

性、確実性はどうか 

具体的な手法

に基づいた実

効性のある提

案である 

実効性のある

提案である 

どちらともい

えない 

あまり実効性

のある提案で

はない 

具体性がな

く、実効性の

ある提案では

ない 
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(3) 業務実施工程（スケ

ジュール）の妥当性 

契約期間内に仕様書の

内容を満たす計画となっ

ているか 

計画性があ

り、今後の行

程が見通せる

内容である 

計画性がある

内容である 

どちらとも

いえない 

あまり計画性

がある内容で

はない 

計画性がな

く、今後の見

通しが乏しい

内容である 

(4) 業務実施体制の妥当

性 

業務実施に必要な実施

体制を整え、業務遂行能

力が高い体制か 

提案内容に対

して、十分な

体制が配置さ

れ、業務遂行

能力が高いと

感じられる 

提案内容に対

して、必要な

体制が配置さ

れている 

どちらとも

いえない 

提案内容に対

して十分な体

制が配置され

ていない 

提案内容に対

して体制が不

十分である 

(5)ワーク・ライフ・バ

ランスに対する取組等 

次世代育成支援対策推

進法による認定の取得

（くるみんマーク）及び

女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律

に基づく認定の取得、又

はよこはまグッドバラン

ス企業認定の取得 

取得してい

る、または認

定されている 

 取得してい

ない、又は

認定されて

いない 

  

ヒアリン

グ 

取組意欲の感じられる提

案であるか 
強い意欲が認

められる 

意欲が認め

られる 

どちらとも

いえない 

あまり意欲が

認められない 

意欲が認めら

れない 

業務に必要な専門的知識

を持ち、質問に対して的

確な受け答えができてい

るか 

特に優れてい

る 

優れている どちらとも

いえない 

あまり妥当で

はない 

妥当ではない 

 


